

















性の系統を鞘たが (Schoole1-,1964),ニ0)柑 'J･を二阻.:I-柾に 導入し育旅薪i｣とLて 川 いた
という糾告はない.
1Z.bulbosum L.はf'J質4倍性のヰ)のが 瞥通で あるが, まれに2化仕uIJもVH,ある
(Morrison1959).その鋸岩な特徴は,相のJi蟻部の 1-2節けりが 球根様に肥人し多隼/J･
てあって,自家不和F比1三であることである(i;eddows1931,D.C.Smith1944,Lundqvist
1962).これらの特性は Hordeum A,jEの他の機に 7Lられないもので,こu)bulbosum l卯
を Bulboho71deum という独立の節に分軌している(L Smith1951).bulbosum の自J#小
利合性は購簡大麦の共用化に際して舛妹ある糾性である.すなわち高橋 (1964)によると,
雄性不稔遺伝子をもった栽培大麦は邪交率がきわめて低いという難点をも/,ているが､-
ノjbulbosum はrj附即ちのr'El幣紙1度が 大きく. この利他とf'l家小利合仇とを†Tせてj:-り川-･)-
るならば J述の用地はある柑度解消されるであ′)I).bulbosum は このfLuに耐寒性 (Lein
1948),サト､ソコ病 (Erysiphegraminisf.sp.10rdei)抵fJ'L性 (Konzakel.al･1951),











1951年に Konzaketal.は2Xuulgarex4Ⅹbulbosum の交雑で受粉後 15日の魅をE;J-
植物から摘出して人工培地に移柵し,183の培養腔から11の雅櫛植物を得ることに成功し
た.この成功率は6.0%であり,前述の Kuckuck(1934)の0.3%に比べ て飛継的に高
い.この旺培養法を利用することにより,これまで2X i,ulgareと4X bulbosum との閲
でだけ行なわれてきた交雑が,4Ⅹvulgare,2Xbulbosumを含め種々の倍数性を組合せ
て行なわれるようになった.そして近年,2Ⅹ vulgareと 4Ⅹ bulbosum との間では3Ⅹ
(2n-21)の雅樹測勿が 得られるが,2Ⅹ同｣二,4Ⅹ同土,あるいは 4Ⅹ〃㍑/gαrgと2X
bulbosum とを交雑すると,それぞれ2X,4Ⅹあるいは3Xの雑感植物が期待されるにも
拘らず,実際には大部分の F.椀物が bulbosum の染色体を一方的に/jこない,Ⅹ(2n-7)
あるいは2Ⅹ(2n-14)となり,一方の交雑親の uldgareに酷似するという去.]妙な現象
が即Hされた (DavleS1958,1960,Symko1969,KashaandKao1970).このF.新種
に iol:)-,:J,il.也休′J)IF.教化現象を Davies(1958,1960)は雛性Ti'.為生 殖 (‥malepal･then0-
genesisり-androgenesis)に よると.け川]した.一 方,Kashaand Kao(1970)は,
Fl雑種においてbulbosum の染色体が-Jj的に失なわれた結駕によると説明した.そし




また当研究Jy(a)柿(未発表)紘,′上X bulbosum の2系統 を4ⅩvulgareのI/E粉 で受粉
し,Fl虻代における染巴体数の ､闘･qLた2Xvulgare様帖物の州税頻度がl_;J朗に用いた



















材 料 と 方 法
交紳 こ用いた4Xbulbosum.4Xuulgareの系統を第 1蓑に示す.
第1袈 変月掛こ用いた4XblJlbosEJ,nぶよひ4Ⅹvtdgareの系統



















普通土をつめた的1'58cm のビニール製ポ ノトに移植し,ガう ス室内で約 2カ月育てた.



















竺 年次 鮎 せ筈 鏡花鮎)義子蛋(b)
1971 8 510 糾
1972 58 585:う 10GG
1973 77 10436 1979





第 2蓑に3カ年の交紳 こおけ る翻り'F.歩合と交維仲子の発･Ll･iLイFを/J寸 .こ0)表でわかる
ように,年次別に求めた外机合せ平均の許 fI:.Lt=(†は16.5-19.0%で,年次による差兜はと
くに認められなかへた.これらの交雑秤子の発射 打Tは67.9-85.2%とかな り高 く,lj胃享Jt








ilJ柏物期uj軍仕は父親の uulgareとほは(.1]じであった. すなわち,二条の 4Xvulgare
を交緋胤 に用いた Fl机物では,軍件が晒二立 ないしu田立 と佃禍の中間を示した.一方,
六条の4Ⅹvulgareを交雑慨とした F,租物の場合は,佃匂 ないしは Til立との中間の革仕
をノ1-.･した.なお母規の 4Ⅹbulbosum はどの系統 も1rUl司ないしはrt,附の草性であった,
薬身上の毛は,交雅に用いた 4ⅩZJulgareのすべての 系統 と同様,vulgare-r7_i,).Fl材i物
には認められなかった.
r完熟後の雌型は第 1周に/)(したように vulgareとほぼ 同じ形をしてお り,こJ)侶(.'1,JLに
より uulBarejlBF▲植物をも一､とも容易に識別す ることができた.
この型の F.牌物の 一部に ついて 197311に湘孝汁 た出穂肌 稗長,地軸節閃兵 および
敏子稔性を第 3表に示す. この表には 対照 として 4Ⅹuulgareの 2Ⅹ 原.L,7.範の調杏船架
も併せて7)-～した.兼3表で明らか虹 1こうに,vulgareBU_Fl刷物は 2Ⅹvulgareに比べて
川棚脚が 17-29J｢避か った.また梓長は16.3-42･4cm もj.IL:-か く,2ⅩZ)ulgare叫円を
-,1,100とL/こ場rT,FLのそ九は 53-85であった.fに:TJ., この舟 こ/J-(さなか った旭の交榔
机合せにおける yztlgare型 F.粕物 い免/I-.,冊 冒となった. さらに雛3滋には F.17昭J/)の
酬 11節 開展が 2Ⅹuu,lgareに比べて長い,すなわち疎租であることも7Tされている.とく
に穂伸展下部節間長の長いことが特徴であった.--Ji,仲子稔性は73.2-89.5% と高 く,
2Xvulgareよりやや低い和艦であった.
つぎに第 2岡に示 したように,uulgare型 Flhrl物に(､L丑祝の･!iXbulbosumの特徴であ






















I,tよJ ′IX ㍗/dL,DDT-(,の コIrT.:,.."T.tlRT叫川三日()7:'･731FJ紺T･)
,,JIXbSb慧u禦,く1xtLvulga,e､ と難 甥 だmlf 禦 禦mR3長 篠讃 性
韓487' × 苗エビス Irll,J 5】2 ′16G 252
♯1LJl x ∫/ 5L/i 5().6 251
2Ⅹ 新 エ ヒ ス lrlrJ 424 8T3 230
#487 ×:rH ･-, 5.21 753
#19l x I/ 52∠ 757
2X ;'ilf 友 5 4 11∴ T
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すなわち,単性は/JT)相から直立まで種々の哩I.が 織部され,兼身上の毛につい ては 母親の




bLdbosum よりは 小形 (rl'7:ぼ0.5-1.0cm)で.やや鮒良い形であった.槻曳くよ第 1図に
みられるように両親の中岡叫 描セな,示 Lた. 交純規の 4X uulgareが 二条である切 削二
紘,中間型 F.の1巴は 主列だけ発はしてねり. その良さは vulgareとほぼ 同じか やや短
かい.一方,側列は無Ll:で uulgareに比べて やや大形で先崩が尖 り bulbosum の側列に
近い形をしていた,六条の4XvulgaT･eを 父硯とした時の中間型 Flの租では,主列だが
uulgareとPj程度に発ほしているかあるいはやや矩か く.側列亡は祉 々の粁F掛こ発注して
おり第 1｢糾こあるように ほとんど伸びないものから,長い もo)では uldgareの半分′FTt=lな
にまで発遁していた.絵美した側列の';e熟粗の大きさは両親のほぼ中ト'Lであ った.
つぎに 1973年-1に調禿した中間型 F.紙物の一触′こついての出穂胤 辞長.穂剛節敬およ
び種子稔性を交祁両親の結果とともに第 4表に示す. これによれば F.の出船期はS-3×
釧友,S-7×緋妻の 2糸目イ†せ引換きいすか も4Ⅹuulgareより3-27日遅 く,とくに新エ
ビス16㌧-二･と交雑した)一結合にその埋′lLが雌:■半である.一万,月親の4Xbldbosum に比校す
ると,中間型Flの侶船脚816Iltl'し､ものから101秒′､ものまで入られた.rlJ長に/)いて
は葬487×郎エビス 16'/7▲および 算487×釦 左の削合せの FLがF;lrJ斑よE)も長くな･:.たが,他
の飢rT･LTの F.ほ すべて両親よりも緑かった. 中間型Fl柚物の槻軸節数は両親の中位,
あるいは 4Ⅹyule,o･areに近い敬を示した.都子稔性はいずれの中間型 Fl捕物でもか/i:り
伏 く0-43%程度であった.六条の那豪との5紳合せから得られた Fl棉物についてはヨ三




(4ⅩbetlbSeu禦 ×1x篭ulga,e) 鼎 Ei] al.Bj 珊 純誹 性
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52,t (lL 2･12 22
5 7 R:), ･l lり3 fiI
522 27.0 ()
520 1)51 27,7 203(loo)～
514 100.7 248 267(63)
5.17 1037 27.6 426(138)
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に枯死したF,. この内には 根 あるいは耳鞘だけが現われて枯死した植物も含まれる.
(2)4-5葉の幼植物峰に枯死した F..この内には 囁身に白縞をfl:じたF),クロp-シス
を起す捕物 が多く認められた.これとは逆に礁身が肥停L淡緑色を良する植物もあった.






























た.これによれば,370の uulgare丑 Fl捕物rr286(77.3%)は 2n-14であったが,
第5表 4ⅩbulbosumxAX vulBareから附た F.植物の体細胞 (裸子択)染色体数
と5慮硯塑:i)ulBare,中間.キよラ,異常生育およびbulbosum型とc)関鱗
終削 胞 染 色 体叔 (2n)
Fl虐現型
L4 1ェl<2n三∋2020<2m<28 28
Z)ulga7-e 池 286 65 17
中 間 IJl,7J. 0 38 247
キ /] ラ 1 5 ()
異 常 生 育 1号iJ. 7 13 44
bulbosum 叩. 3 L) 61
????? ?
?? ?






もっともJjyく,ついて 2n-14-20が 38(ll.9%),2n-28が 34(10.7%)で,2n-lA=の
F.はまったく現われなかった.こ3-LらU)結果-から中間型 Fl植物には bulbosum,uulgare
両方の染色体が含ま3-Lていたものと推定される.
キメラ状 Fl枇物のl瑚こは2n-14を示し!.:榊 如 ;1個体認められ1二が,これはuulgare





つぎに bulbosum型 F▲では3個体が 2n-14であI),他は 2n-28および加数性のもo)
がほは同数ずつ観劣弓された.2n-14の3のFl植物は的述のごとく,その形態に uulgwe







別に求め第 6表に,-lたした.bulbosum系統 辞191ro'よび 貨487には.新エヒス161%,細女を
少なくとも2J'F.くり返し文月EしたのでJIJ次別の結.lt土も(;ト吐て/J､L･r=.7L,C･'r.,15枚の F,表現





あるいは]'in麦が共泡に用 いられているにもF'Jらず,･lj親の bulbosum の系統が鞍′:⊂ると
その F.に出JItする4雌のIR税盟の内とくに uulgare型とIlftil盟の税収がlL,しくjl(.なるこ
とである.例えば.bulbosum のS-5あるいはS-16をLiItD_とし/t削/LTせてLL.ト＼ての
Fl組物が uulgare型となりた,逆に bulbosum u)算487,S-11あるいはS-15/L･JijT光と








号では56%の vulgare鞄が け閥 したのに対して,S-1×l'1"衣では80%とfT:;くな･つてい
る･また S-3×研エビス161Jでは uulgare_7t■物'150%でもるのに対Lて,S-3×鮒左〔は
わずかに6%であった.そこで 父凡に用いた4Xuulgarea)系統にJ:ってFlにおける
各表現型の出現頻度が炎なるか かかを3'3へ た. この場fT,第6蓑にあったように F.て
vulgare型植物がl:`.1湖度に拙BLした bulbosum 系統として算191を,逆に伏矧度に出現し
た系統として葬487を越び,これら2系統に.JWLる11の4Xuulgare系統を花粉親にJlJい
て交雑を行な一一た,その結兜を第7表に称 十/U.こル 二よれ,Ll,#191はどの vulgare系
統とu)交経でもuulgareAIJ.F.a),LI,JAnMl.1如 ミ67%1'.日.と高く(UiU)ZPJ_a)Flのありir:上0-33
188 i光学 研究
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以上の結果は,bulbosum と uulgareとの鹿RurJ交雑のFlにおける vulgare型あるいは








4Xbulbosum(9) ♯191 Fl ♯487
F.=&･現型 vulgare塑 中間型 その他 個体数 vu/garc塾 中間型
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H.bulbosum と H.Z)ulgareとの Fl雄性 で 染色体が 'l'･.減 すJLというill象は Davies
(1958,1960)によって超え/)に綴'i:された.被は 4Xbulbosum(?)×zlX uulgare(8)か
ら3の FL植物を待て, これらが すべて2n=14て しかも父親の vulgareによく似てし､
ることから,この Flで0)染色体数の半減は _AL比ti'.･為fl一統 (‥maleparthenogenesis"-
androgenesis)によるもク)であると考えた. また Symko(1969)は 2XbzdbosとJmX2X
vulgareの交雑からvulgare盟の 1倍体 (2n-7)を柑て,その成田は排他里為lL-W･lt,し
くは体細胞における染色体の減数であると拙'止した.
Kasha と彼のIjE･LHj研究者は,2Ⅹおよび 4Xの 2)ulgare,bulbosumr刷で精力的に交雑
を行ない,つぎのような~淑rRを見出した.すなけ ら2Ⅹvulgareと4X bulbosum との交
雑では 2n-21で染色体数の安定した3Ⅹ雅虹が 得られる. しかし2Ⅹ同 じあるいは 4X
F･]日:の交雑では,bulbosum,vulgareのいずれを相成にしてもほとんどすべての Fl植物
がそれぞれ染色体数の半減 した 1倍休 (2n-7)あるいは 2侶休 (2n-14)となり,しか
も vulgareによく似る.また4Xvulgareと2Xbulbosum とを交雑 しても同様に染色体
の'ド威した 2Xc)vulgare遡 Flが柑られることを明らかにした (KashaandKao1970,
KaoandKasha1970,Kasha and Sadasivaiah1971.Subrahmanyam and Kasha
1973).彼らは,こうした染色体の半数化 F.柏物が交雅の方向とは 無閲係に出現するこ
と,また発育初丹1の交ffF.肺では 2nが7以上あるいは 14以 L･の耕地が 軌若くされたことか
ら,この淡色体半数化1)lu`如よ川北Itil.1!,'=/pl.姫によるt,'J)二はfL･く, 両 脚 で普通に:1･mrが行
なわれた後,儲種豚の発育初XfJ(受fr-il10-14日後)に bulbosum の無色体が 一･万的に/)i
な1^,･れ Z)uJgtLreの染･也休だけが残ったiJ.1娘であ{Jと.-qI_リ=ノた.




らである.本奨鮫の4Ⅹ同士の交郊 F.中には 2n-14と淡色体教の半減した vulgare型
植物の他に,優子根では2nが 14以上てあったが uulgare型で高稔性の租をもった植物
千,2n-14-28で中間型や異常生育型の抑物が一多数出現した.もし雄性Ij侵:I,生紬か向趣
J']LJ文雄で起ったならば, 卜述の2nが 14以上の組物は 出現せず,すべての Flが 2n-14
の vulgare型となるはずである.したがって本米晩緋柴は,染色体数の半減した vulgare
塑植物の成関が受桁後の体細胞 に おける bulbosu,m 染色体の消失によるとする前述の
Kashaら,あるいは Lange(1971a)の説をAt:持するもojである.
染色体の消失が Kashaらの示したように ほとんどすべ ての Fl柚物に起り,しかも
bulbosum の染色体についてだけ起るかどうかは,bulbosumのもつ有用退伝子を vulgare
に職人しようとする場合には きわめて盛費なrLu魅であろう.本爽蚊で 〃ulgare型と判BIJ
した Fl柄物は種子稔性が 高く, その形態に bulbosum 迫伝子の形轡は認められなかっ
た.したがって uulgare塑植物は bulbosum の淡色体だけが 消失した結果七じたものと
考えて間違いないであろう.しかしごく低い頻度ではあったが,2n-14の bulbosum型
や同じく2n-14で 経常/iL.帯を/JJlした F.紬Jt物が .LJ.現 したことは bulbosum だけでなく
uulg'weの染色体もIFJ'')､することをlIl･'J,/Jミしている.さらに大部分のFlが vulgare)Blとな
った交雑削合せの他に,むしろ中間型や搬常生育塾が大部分である組/L-2せもみられ 前述
の Kashaらの爽快と一部喰い迎う絹梨が似られた.vulgareと bulbosu･m のいずれの淡








阿る率は 11-36%と的く,こく最近 73%と高い率を示 した Jensen(未発表)の結果で




その Flにおける表現型 ,i,.,r-&別することがてきた. この4XJ･JH二の安価では配偶J′･は2つ
の,7:ノムを有し (2Ⅹ),似 こ受精後の F.で vulgareの淡色体が 1-教本消失したとして
ち,その相Ll'J染色休がそれらをFlif托しかなF)a)'卜,((-)Jを有するものと拙止される･多数の
申lj型や典珊′卜背型u)Fl刷物小には こうLて bulbosum の旭に uulgareの淡色休1JT:欠
な-,た植物もある粒度含まれているかも知,ltない.
Lange(1971b)によると,FLにおける触色1>lr■性 1ti･f･1位について,I_.lるが 占ulbosum a)
56巻 (1977) 】Lli
方がより失なわれやすい.またl'biL近,小林 (1975)は4Ⅹbulbosumx2Xvulgareの交雅
から2n-14で bulbosumg=J.の Fll冊勿を得て,これは vulgare染色体が 消失した結果に
よるらしいと袖告している.いずれの櫛の淡色体が失なわれるかについては,両楓IEiJの核
































はFILi触不能のjt.I.,L;(;′L.育型や キ メラ状の仙物 日●.一Lみられた.
uulgare41=J.F.柄物u,櫛ナ帆で デでに 触Cl休か2n=14と半減 しており,灘4'_h)Jliu)発
fHJ)U｣に bulbosumの'1[.也(本が,一一ノ)的に消失した糸.I.LX･によJ)′LじたとPJ･えら3-i.た.r川ITJil.J_
1LJ2 出 半 uFI't
植物は2n-14-28でJtの-3,くは現数仕を小し,両税の栗色体糾 rする.一万,2n-14の
異常/I:_筒型FIや,2n-14CI)ulbosuulに.l,く出た冊 1yjJl.'日脚 J,FLに rゴト 7ー:bulbosu7n
だけでなく uulgareの漁色体も消失する可能性のあることを示唆した.
染色休の､l三澱した uT,dgare利 柄物のF.における,L1現頻度(/L 交鮒組合せによI)6-100
%とy;しくy捕 った.例えば伯叔とLて bulbosu?n系統 S-5,S-27,#191など,IF_rJ川いた
交雑のF.では70%以上が vulgare型であったが,肯487,S-ll,S-15などを)TJいた支
離では uulgare掛 ま20%以下で,池にr怖 偲 Flの頻度が 40-80%と高 くなった.この
傾向ほどの uulgare系統を父親にしても,あるいは交雑年次を変えても卜7]じであった.
以 L･.の結果から4Ⅹb7dbosum と4Xuulgal･Cとのj･Ti間雑種て起る染色休のi冊ミほbulbo-
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